
Ⅰ 平成 24 年度学校経営の目標と努力事項

                           

  《チャレンジ目標：○す○ぜ○ん○じ 》

                            

                  

重点事項 実践内容(達成目標)

確かな学力の育成

・全教員、必ず年 1回の公開授業を通した授業改善の取組

・学ぶ意欲を高めるために、教材開発の工夫

・学習評価で「授業がおもしろい、好き」と言える児童の割合９０％以上。

・年３回の教育週間及び学期末保護者会を通して授業評価を問う

心身の健康増進

・週 3日、中間時間を「体力づくり」にあてがう

・給食の好き嫌いをなくすように努める（90％以上完食）

・読書活動への取組強化のため、本の紹介並びに読み聞かせの充実を図る

・家庭との連絡を密にし、心身ともに健やかな児童の育成に努める

地域を生かした

教育実践

・コミュニティ･スクールの指定校として、より多くの地域人材の活用を図る

・見やすい紙面の工夫改善を図り、毎月最低１回学校だより、学年だよりを発行する

・地域行事への積極的な参加を促すことで、学校を地域の核とする

学校教育目標

郷土
ふるさと

を愛し、かしこく、やさしく、たくましく生きる鋳銭司っ子の育成

ほ○ん を

  たくさん読む子

○じ ぶんで

  考える子

○ぜ んりょくで

    取り組む子

○す すんで

運動する子

たくましく

生き抜く力を育てる

(元気)

自ら学ぶ意欲を

育てる

（基礎基本）

交流活動で

豊かな心を育てる

（つながり）

・健やかな身体と心をつくる(体力と耐性)

・強い意志と実践力を育てる(集中力)

・遊びをとおしての仲間づくり

・基礎基本の徹底（細やかな個別指導の工夫）

・子どもの側にたった授業の工夫と展開

・活用する力の育成（思考力、判断力、表現力）

・生命尊重の心を育てる

・思いやりの心を育てる

・感動ある心を育てる

友だちや地域

にやさしい

鋳銭司っ子

研修課題

自ら考える力をそなえた

鋳銭司っ子の育成

〜活用する力に着目した学習

指導の工夫を通して〜

特色ある学校づくり

１郷土の特性を生かした教育

２山口南総合支援学校との

交流活動

３幼小連携教育

４体力の向上を目指した教育

めざす児童像

教師像

・健康で明るい教師

・資質向上に努める  

教師

・個性豊かな教師

・子どもや保護者に

信頼される教師

学校像

・子どもが生き生き

と輝く学校

・地域とともにある

学校

・教育環境の整備さ

れた学校

学校経営方針

＜現状＞

① 落ち着いた学習態度で授業に臨める。

② 基礎学力が身に付いてきている。

③ 読書好きの子どもが増えている。

④ あいさつができる。

＜課題と手だて＞

○全校児童の活用能力の向上を図る努力。

○コミュニケーション能力を育てる努力。

・自分の考えや気持ちを伝える場の設定

・時と場に応じた言葉遣いの指導


